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数学科学習指導案 

日 時 令和８年２月５日（木）    

第５校時 13：30～14：20    

学校名 杉並区立泉南中学校      

対 象 第１学年Ｃ組基礎クラス 11名 

会 場 ３階第１学年Ｃ組教室     

授業者 主任教諭 苫米地 恭子    

１ 単元名 空間図形 (東京書籍「新しい数学 1」) 

 

２ 単元の目標 

(1) 空間における直線や平面の位置関係を知ったり、扇形の弧の長さと面積、基本的な柱体や錐体、

球の表面積と体積を求めたりするとともに、事象を数学的に捉えたり、数学的に解釈したり、数学

的に表現・処理したりする技能を身に付ける。 

 (2) 立体図形の表面積や体積の求め方を考察し表現することができる。 

 (3) 空間図形を直線や平面図形の運動によって構成されるものと捉えたり、空間図形を平面上に表

現して平面上の表現から空間図形の性質を見いだしたりすることを通して、数学的活動の楽しさや

数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生活や学習に生かそうとする態度、問題解決の過程を

振り返って評価・改善しようとする態度を身に付ける。 

 

３ 単元の評価規準 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

①空間における直線や平面の

位置関係を理解している。 

②立体図形の展開図や投影図

について理解している。 

③基本的な柱体や錐体、球の表

面積と体積を求めることが

できる。 

①空間図形を直線や平面図形の

運動によって構成されるもの

と捉えることができる。 

②空間図形を平面上に表現し

て、平面上の表現から空間図形

の性質を見いだすことができ

る。 

③立体図形の表面積や体積の求

め方を考察し表現することが

できる。 

①空間図形の性質や関係を捉える

ことのよさに気付いて粘り強く

考えようとしている。 

②空間図形について学んだことを

生活や学習に生かそうとしてい

る。 

 

４ 単元設定の理由 

小学校では、算数で立体図形として扱っていた対象を、中学校では空間図形、すなわち、空間におけ

る線や面の一部を組み合わせたものとして捉え学習を進めていく。直観的な理解から論理的に考察する

能力を培うために、立体模型を活用し、図形の計量についても、図形の性質を論理的に思考する力を育

てる。本授業では、立体模型を用いて立体に親しませ、予想やその事柄が成り立つ理由などを考えるこ

とや自分なりに説明し伝え合う活動を通して、論理的に考察する基礎や判断力を伸ばすことができると

考え本単元を設定した。 
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５ 生徒の実態 

 積極的に挙手をし、自分の考えを言葉にできる生徒がいる一方で、考えを上手く表現できないことや、

間違えていることへの不安から、消極的になってしまっている生徒がいる。しかし、指名すると、自ら

の考えを発表できる生徒もいる。平面図形の性質や特徴を理解し、論理的に思考することができる生徒

は少ないため、グループ活動を通して、多面的・多角的に考えることで、論理的な思考力を高めさせる。 

 

６ 単元の指導計画（全 16時間扱い） 

 目標 学習内容・学習活動 人権教育に関わる留意点等 

第１時 

多面体の意味を理解

する。また、角錐や円

錐の意味とそれらの

特徴を理解する。 

・多面体の意味を知る。 

・角錐、円錐の意味を知る。 

・角柱と角錐、円柱と円錐、角錐と

円錐の共通点やちがいを考える。 

 

・小集団での検討や全体での意見

交換を通して事象を論理的に考

察する力を育成する。 

・身のまわりの具体物を取り上

げ、空間図形を学習する意義を

実感させる。 

第２時 

(本時) 

面の形や面・辺・頂点

の数に着目して、正多

面体の特徴を理解す

る。 

・正多面体の面の数、辺の数、頂点

の数などをもとにして、正多面

体の性質を調べる。 

・小集団での検討や全体での意見

交換を通して事象を論理的に考

察する力を育成する。 

・立体の形状を感覚的に捉えるだ

けでなく、面の形や構成に着目

し、理解が深まるようにする。 

第３時 

空間内にある平面と

平面、直線と平面、直

線と直線の位置関係

を理解する。 

・空間内にある平面と平面の位置

関係を分類し、交線の意味を知

る。 

・空間内にある直線と平面の位置

関係を分類する。 

・空間内にある直線と直線の位置

関係を分類し、ねじれの位置に

あることの意味を知る。 

・小集団での検討や全体での意見

交換を通して事象を論理的に考

察する力を育成する。 

・空間における交わり、平行、ねじ

れの位置、垂直を、図や模型を用

いて正確に理解させる。 

第４時 

空間内にある直線と

平面の垂直、平面と平

面のつくる角を理解

する。 

・空間内にある直線と平面の垂直

について考える。 

・空間内にある平面と平面との距

離の意味を知る。 

・小集団での検討や全体での意見

交換を通して事象を論理的に考

察する力を育成する。 

・空間における交わり、平行、ねじ

れの位置、垂直を、図や模型を用

いて正確に理解させる。 
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第５時 

角柱や円柱、円錐、球

などを、平面図形の移

動によってできた立

体とみることができ

る。 

・面をその面と垂直な方向に動か

してできる立体について考え

る。 

・母線、回転体の意味を知る。 

・小集団での検討や全体での意見

交換を通して事象を論理的に考

察する力を育成する。 

・立体を静的に捉えるのではな

く、平面図形が移動してできた

ものとして動的に捉える見方を

育成する。 

第６時 

角柱、円柱の展開図と

その特徴を理解する。 

・円柱と正三角柱の側面にかけた

ひものようすを展開図に表し、

どちらが短いかを考える。 

・角柱や円柱の展開図で、側面に

なる長方形の横の長さは、底面

の多角形や円の周の長さに等し

いことを確かめ、それらの長さ

を求める。 

・折る、組み立てる操作を通して、

平面と立体の関係を体感させ

る。 

第７時 

円錐の展開図で、側面

になるおうぎ形の中

心角を求め、展開図を

かくことができる。 

・円錐の展開図をかくために、側

面になるおうぎ形の中心角を求

める。 

・円錐の展開図をかく。 

・折る、組み立てる操作を通して、

平面と立体の関係を体感させ

る。 

第８時 

投影図の意味を理解

し、立体の投影図か

ら、その立体を読み取

ったり、投影図に立体

のどの部分の実際の

長さがあらわれるか

を考え、説明したりす

ることができる。 

・平面に図をかいて、円錐の高さ

を調べる方法について考える。 

・投影図の意味と立体の投影図の

かき方を知る。 

・立体の投影図から、その立体を

読み取ったり、投影図に立体の

どの部分の実際の長さがあらわ

れるかを考えたりする。 

・小集団での検討や全体での意見

交換を通して事象を論理的に考

察する力を育成する。 

・模型を操作しながら、平面図と

の対応関係を確認する。 

第９時 

既習内容の理解を確

認する。 

・教：p212 基本の問題に取り組む。 ・小集団での検討や全体での意見

交換を通して事象を論理的に考

察する力を育成する。 

第 10 時 

角柱や円柱の体積の

求め方を理解し、それ

らを求めることがで

きる。 

・角柱や円柱の体積を求める。 ・小集団での検討や全体での意見

交換を通して事象を論理的に考

察する力を育成する。 

・平面図形の移動によって同じ断

面が積み重なってできていると

いう見方を基に考えさせる。 
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第 11 時 

角錐や円錐の体積の

求め方を理解し、それ

らを求めることがで

きる。 

・角錐や円錐の体積を求める。 ・小集団での検討や全体での意見

交換を通して事象を論理的に考

察する力を育成する。 

・平面図形の移動によって同じ断

面が積み重なってできていると

いう見方を基に考えさせる。 

第 12 時 

角柱や円柱、円錐の表

面積の求め方を理解

し、それらを求めるこ

とができる。 

・角柱や円柱の表面積を求める。 

・円錐の表面積を求める。 

・小集団での検討や全体での意見

交換を通して事象を論理的に考

察する力を育成する。 

・展開図を活用し、立体と平面の

対応関係を意識させながら考え

させる。 

第 13 時 

球の体積や表面積の

求め方を理解し、それ

らを求めることがで

きる。 

・球の体積と表面積を求める。 ・小集団での検討や全体での意見

交換を通して事象を論理的に考

察する力を育成する。 

・球を回転によってできる立体と

して捉え、体積や表面積の公式

が導かれる背景を丁寧に指導す

る。 

第 14 時 

既習内容の理解を確

認する。 

・教：p221 基本の問題に取り組む。 ・小集団での検討や全体での意見

交換を通して事象を論理的に考

察する力を育成する。 

第 15 時 

既習内容の理解を確

認する。 

・教：p222～p224 の問題、ワーク

p116～p137 に取り組む。 

・小集団での検討や全体での意見

交換を通して事象を論理的に考

察する力を育成する。 

第 16 時 

既習内容の理解を確

認する。 

・教：p222～p224 の問題、ワーク

p116～p137 に取り組む。 

・小集団での検討や全体での意見

交換を通して事象を論理的に考

察する力を育成する。 

 

 

７ 人権教育の視点 

 正多面体を面の形や、面や辺、頂点の数に着目し、グループで正多面体の性質を調べる活動を通して、

論理的な思考力を育てる。 
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８ 本時の展開（全 16時間中の第２時間目） 

(1)本時の目標  面の形や面・辺・頂点の数に着目して、正多面体の特徴を理解する。 

(2)本時の展開 

時間 ○学習活動 

・予想される生徒の反応例 
人権教育に関わる留意点等 

導入 

（５分） 

○正多面体の定義を確認する。 

○正多面体の種類を確認する。 

・正多面体の定義と種類を全体で確認する。 

 

展開 

（40 分） 

○p196 問５の定義にあてはまらない立体を

提示して、なぜ正多面体にならないのか

を確認する。 

・正多面体だと思う。 

・正八面体になると思う。 

○p196 問６に取り組む。 

○下の表を埋める。 

 

 

 

 

 

○表から面や辺、頂点の数から規則がない

かを考える。 

・面の数と立体の名前の数字が同じになる。 

○p196 問７に取り組む。 

○上の表をもとに、正多面体について、(面

の数)-(辺の数)+(頂点の数)を求める。 

・すべて同じ数になる。 

○正多面体以外の立体ではどうか確認す

る。 

・正多面体だからなるのではないか 

・他の立体でも成り立つのではないか。 

○他の多面体でも成り立つことを知る。 

・どこが定義にあてはまらないかを確認させ

る。 

・デジタル教科書のコンテンツで正多面体を表

示させながら表を埋めさせる。 

  

・辺の数や頂点の数の数え方について、計算

によって求める工夫を、４人組のグループ

で協力して考えさせる。 

  

・机間指導を行い、生徒の理解を高める。 

・発表の方法にしたがって発表させること

で、互いの考えの理解を深めさせる。 

・グループで結果を確認し、全体で発表させ

る。 

 ・グループ活動を通して、多角的・多面的

に考え、論理的思考力を高めさせる。 

ウー① 

（発言内容の観察、ワークシート記述内容） 

 

・他の多面体では、規則性があてはまるかどう

か考えられるように例示する。 

  

・他の多面体でも規則性が成り立つ立体がある

ことに気付くことができるように支援する。 

まとめ 

（5 分） 

○本時のまとめ 

・本時の内容の振り返りをする。 

○次時の予告 

・生徒の発言を用いて、本時のまとめをする。 

・正多面体や他の立体でも規則性が成り立つこ

とを確認し、グループ活動や全体の発表を聞

いて考えたことや思ったことをまとめる。 

 

 


